
3）研究者として活動する 

  ■ 学会や発表会での研究発表 

4）地域社会との共創 

  ■ 地域に向けた研究成果発表会の開催、天草宝島起業塾でのビジネスプラン構築 

  ■ 地域との共同研究 

2）高大接続   5）天草サイエンスアカデミー  6）海外研修プログラム ※全て中止 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究成果の普及について 
  ■ 日々の活動や開発教材、評価法等、本校ホームページの SSHのページで随時公開する。 
  ■ 地域に向けた研究発表会を開催し、天草ケーブルテレビの番組として放送する。 
  ■ 研究成果の水平展開を目指し、発表だけでなく、他県の SSH校との共同研究を実施。 
○実施による成果とその評価  ○実施上の課題と今後の取組 
１ 多様な自然環境を生かした多角的な視点を身につけるための探究活動の充実 

1）天草サイエンスⅠ・Ⅱ・Ⅲ（ASⅠ・Ⅱ・Ⅲ） 

課題研究ルーブリックを軸とした 3年間のカリキュラムが完成した。 

ルーブリックの到達度の低い生徒への指導方法について改善を行う必要がある。 

2）科学部の取組 

  SDGs達成のために地域に向けて具体的な行動指標を科学的な根拠を元に作成した。 

生物を対象とする研究における飼育やデータの採取について改善する必要がある。 

２ 自ら求め学ぶ探究心を身につけた人材の育成のための教育課程の開発及び授業改善 

1）職員研修 

    ルーブリックに示した資質能力の向上を図る探究型授業について共通理解できた。 

    探究型授業の具体例を紹介し、探究型授業の実践数は増やす取組が必要である。 

2）授業改革プロジェクト 

職員の授業力が向上することで、生徒の授業評価が高くなった。 

生徒が予習や復習を積極的に行うなどの行動変容には繋がっていない。 

3）数科学探究Ⅰ・Ⅱ 

数学的リテラシーの「思考と推論」「モデル化」「表現する」の向上が見られた。 

数学的リテラシーの「問題設定と問題解決」を高める教材を開発する。 

4）自学力育成プロジェクト 

朝自学ガイドラインにより、年間を通じて指導が統一できた。 

生徒が予習や復習を積極的に行うなどの行動変容には繋がる取組が必要である。 

３ 我が国の科学技術の発展や安全に貢献できる人材の育成 

1）研究者に学ぶ 

特別講演会でドローンなどの先端科学を活用した実例を全校生徒が学ぶ機会とできた。 

学びを課題研究により深く関連させることも考慮しての講師選定が必要である。 

2）研究者として活動する 

    オンラインによる地域への研究成果の発信方法を確立できた。 

    オンラインによる同時双方向の交流方法の構築が必要である。 

 ⑥ 新型コロナウイルス感染拡大の影響  

 新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、県外や海外での研修（SSH関西・海外研修）と県

外の講師を招聘した実習（九州大学臨海実験所研修・大学での科学実験実習）を中止した。そのほ

かに多くの方を招いて実施する対面による発表会や小中学生を対象とした科学実験講座（天草サイ

エンスアカデミー）は密になるのを避けられないため中止した。 
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❷令和元年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
 ① 研究開発の成果  
１ 多様な自然環境を生かした多角的な視点を身につけるための探究活動の充実 

1）課題研究ルーブリックの改訂と運用 

    今年度から課題研究ルーブリックの内容と運用方法について改訂を行った。具体的に

は、各評価項目に記載した研究スキルを生徒のあるべき姿で段階的に記述し、各担当

職員が評価を容易にできるように改訂した。加えて、評価方法を見直し昨年度まで自

己評価だけだったが、今年度からは担当職員（AS指導担当者）による評価も実施した。

担当者による評価は 2 回行い、2 回目を本調査として生徒の能力伸長を測る数値とし

た。2回行うことで、1回目の評価で生徒と目指すべき姿の共通理解と伸長への意識付

けが行われ、下記の 2)天草サイエンスⅠの成果③、3)天草サイエンスⅡの成果②、4)

天草サイエンスⅢの成果①に示すように生徒の能力向上に有効であるとわかった。伸

長を目指す研究スキルについては、学年での重点指導スキルと数値目標を明確化し、

担当者の指導目標となるようにした。加えて、評価後の指導方法について不安を抱く

職員がいたことから、生徒への支援方法についてルーブリックの段階別に明記したア

ドバイス解説集を研究スキル別に作成し、評価の際には担当者に配布し活用を促した。 

 

2）天草サイエンスⅠの成果 

右図①からわかる通り、入学当初の生徒が

持つ地域の課題意識は、少子高齢化と人口

減少といった人文科学分野に偏っている。

しかし、天草学連続講義によって視野が広

がり、4年連続で自然科学分野の地域課題

に対する意識が増加する結果となった。

(第 3章 P13参照)  

 

本校では、連続講義後に行う班編成及び研

究テーマ設定を生徒の興味・関心に沿った

ものとしている。右図②からわかるよう

に、人文科学系の研究テーマを設定し、取

り組む生徒数が、昨年度同様に自然科学系

の研究テーマを上回る結果となった。この

ように、人文科学系の研究テーマ数が多く

なったのは、天草学連続講義での ICT技術

を活用した観光業の促進によりに興味・関 

心が高められたためと考えられる。(第 3章 P14参照) 

 

ASⅠを履修する生徒のルーブリック自己評価結果の 10月と 1月の変容を示したものが

右図③である。「英語の活用」を除く全ての項目で上昇し、課題研究力向上が見られ

たといえる。また、上記 1)で記述した課題研究ルーブリックの運用により、ASⅠでは

研究スキルⅠ「テーマと仮説」とⅢ「計画・準備」を重点的に指導した。指導では課
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題研究コーディネーター(本校理科職員)

による各スキルについての講義を行い、

伸長を図った。その結果研究スキルⅠに

おいて今年度 10月の数値結果を見てみる

と、3.24（最高値 4.0）と高い数値となっ

た。この数値の向上は担当職員による個

別評価からも読み取れ、7 月の仮評価で

2.97 であったものが、11 月の本評価で

3.33に向上している。これらの結果より、

改訂したルーブリックによる運用を行うことは生徒の能力伸長を促し、さらには担当

職員との目指すべき姿の共通理解が図られたことで指導の一助となることもわかっ

た。(第 3章 P15参照) 

 

 ※成果②③より、地域課題の課題解決を目指す 1年生全員が取り組む ASⅠにとって、天草学 

連続講義は生徒の天草の地域課題の発見や探究活動への興味関心を高めることに有効であ

り、カリキュラム上必須であるといえる。 

 

3）天草サイエンスⅡの成果 

毎年行われていた 7 月のサイエンスインターハイ@SOJO、10 月の九州大学アカデミッ

クフェスティバルが新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止となり外部発表会の

機会が大きく減った。12月の熊本県スーパーハイスクール指定校合同研究発表会はオ

ンラインにて開催され、全ての研究班が参加した。また、12月の熊本大学主催で行わ

れた国際学生会議（ICAST 2020 Kumamoto）に 4班出場し、初めての英語を使った研究

発表であったがジャンボタニシ班がベストプレゼンテーションを受賞した。ASⅡの英

語による外部発表での受賞は初となる。普段の研究活動では、先輩となる ASクラス 2

期生のアドバイスを随時受けながら、研究活動を行った。昨年度に引き続いて研究方

法の妥当性を ASⅡ担当者会で話し合うことで、他の班で行っていることの共有を図り

ながら、取り組むことができた。(第 3章 P18,45参照) 

 

ASⅡ履修者のルーブリック自己評価結果

（11月）を右図④に示す。図④より研究

スキルⅠ「テーマ設定」とⅡ「先行研究」

が高いことが読み取れる。これは、Ⅰに

ついては昨年の ASⅠでの研究活動の経験

から、天草の課題解決となるテーマと仮

説の設定がなされたためと考えられる。

Ⅱについては 9月に仮評価（平均 2.45）、

12月に本評価（平均 3.04）を行って伸長

を図ったことが向上に繋がったと考えら

れる。研究スキルⅣについても本調査（平均 2.10）を行った。平均はⅡの仮評価より

も低い値となったが、個人の伸長に着目して見てみると、スキルⅡにおいて数値が高

かった者の方がⅣの数値が高いことが読み取れた。このことからは各学年で重点化し

た研究スキルを着実に向上させていけば、次の研究スキル向上の土台となることがわ

かった。(第 3章 P19参照) 
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題研究コーディネーター(本校理科職員)

による各スキルについての講義を行い、

伸長を図った。その結果研究スキルⅠに

おいて今年度 10月の数値結果を見てみる

と、3.24（最高値 4.0）と高い数値となっ

た。この数値の向上は担当職員による個

別評価からも読み取れ、7 月の仮評価で

2.97 であったものが、11 月の本評価で

3.33に向上している。これらの結果より、

改訂したルーブリックによる運用を行うことは生徒の能力伸長を促し、さらには担当

職員との目指すべき姿の共通理解が図られたことで指導の一助となることもわかっ

た。(第 3章 P15参照) 

 

 ※成果②③より、地域課題の課題解決を目指す 1年生全員が取り組む ASⅠにとって、天草学 

連続講義は生徒の天草の地域課題の発見や探究活動への興味関心を高めることに有効であ

り、カリキュラム上必須であるといえる。 

 

3）天草サイエンスⅡの成果 

毎年行われていた 7 月のサイエンスインターハイ@SOJO、10 月の九州大学アカデミッ

クフェスティバルが新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止となり外部発表会の

機会が大きく減った。12月の熊本県スーパーハイスクール指定校合同研究発表会はオ

ンラインにて開催され、全ての研究班が参加した。また、12月の熊本大学主催で行わ

れた国際学生会議（ICAST 2020 Kumamoto）に 4班出場し、初めての英語を使った研究

発表であったがジャンボタニシ班がベストプレゼンテーションを受賞した。ASⅡの英

語による外部発表での受賞は初となる。普段の研究活動では、先輩となる ASクラス 2

期生のアドバイスを随時受けながら、研究活動を行った。昨年度に引き続いて研究方

法の妥当性を ASⅡ担当者会で話し合うことで、他の班で行っていることの共有を図り

ながら、取り組むことができた。(第 3章 P18,45参照) 

 

ASⅡ履修者のルーブリック自己評価結果

（11月）を右図④に示す。図④より研究

スキルⅠ「テーマ設定」とⅡ「先行研究」

が高いことが読み取れる。これは、Ⅰに

ついては昨年の ASⅠでの研究活動の経験

から、天草の課題解決となるテーマと仮

説の設定がなされたためと考えられる。

Ⅱについては 9月に仮評価（平均 2.45）、

12月に本評価（平均 3.04）を行って伸長

を図ったことが向上に繋がったと考えら

れる。研究スキルⅣについても本調査（平均 2.10）を行った。平均はⅡの仮評価より

も低い値となったが、個人の伸長に着目して見てみると、スキルⅡにおいて数値が高

かった者の方がⅣの数値が高いことが読み取れた。このことからは各学年で重点化し

た研究スキルを着実に向上させていけば、次の研究スキル向上の土台となることがわ

かった。(第 3章 P19参照) 

 

成果① 

成果② 
④  

③  4）天草サイエンスⅢの成果 

    ASⅢ履修者のルーブリック評価結果を右  

図⑤に示す。ASⅡに比べて、能力の向上 

     が顕著であることが読み取れる。一部Ⅷ 

     「英語の活用」については向上が読み取 

     れないが、これは外部の発表会の大部分 

     が中止となり、英語による研究発表を行 

     うことが出来なかったことが要因と考え 

     られる。ASⅢは研究成果をまとめ、地域 

     に発信することと、論文作成を行った。外部のコンテストでは全 12班中 11班が日本 

     学生科学賞の地方審査に作成した論文を出品できた。このことは昨年度の 1 班出品と 

     比較して大きく向上した。 (第 3章 P22参照)  
 

5）科学部の成果 

研究テーマは次の 7つである。 

① 有明海の海水準変動の解明【地学】 

② マイクロプラスチックの回収と分解【地学】 

③ サンゴの人工繁殖による保全【生物】 

④ スギ林と土砂災害の関係【地学】 

⑤ マイクロバブルを用いた生物の成長促進【生物】 

⑥ 紫外線による書籍の劣化【物理】 

⑦ 自由落下への空気抵抗の影響【物理】 

 

今年度の科学部の主な受賞歴は以下の通りである。 

■肥後の水とみどりの愛護賞 

 ① 科学的根拠に基づいた脱炭素社会構築のための行動指標の作成 

   ～アマモの栽培におけるナノバブル効果の検証～ 

■くまもと CO2ゼロびっくりアイデアコンテスト 最優秀賞 

 ① 科学的根拠に基づいた脱炭素社会構築のための行動指標の作成 

   ～アマモの栽培におけるナノバブル効果の検証～ 

■熊本県生徒理科研究発表会地学部門 部会長賞 

 ③ 増えすぎたスギが災害に及ぼす影響 

■サイエンスアゴラ 2020「未来のマークをつくろう」 優秀賞 

 ⑦の生徒が応募した作品「走るだけで空気を清浄にする車」のマークが受賞 

  ※STEAM教育の Artの部分についての先行事例として次年度活用していく。 

 

海水準変動班は、SSH 指定後から始まった 4 年目の継続研究であり、本年度は研究成

果を土台として科学的な根拠をもって地域住民に地球温暖化対策への行動指標を作成

することに取り組んだ。具体的にはアマモの定植による二酸化炭素の削減量を数値化

し、地域住民に示す。数値を知ることで意識を高めてもらい、科学部員がアマモの定

植活動などの場を提供することで具体的な行動につなげる。最終的には随時削減量を

更新していくことで、やりがいを感じてもらい地域に根付いた活動にしていく。今年

度は定植前のアマモを強く根付かせるためにマイクロバブルやナノバブルを活用して

アマモの効率的な栽培方法の模索と二酸化炭素削減量を長期間測定した結果から、天

草の CO2 排出量に対するアマモの必要定植量を算出することができた。その成果を熊

成果① 
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成果① 
⑤  

－ 7－



本県の環境立県推進課が主催した「くまもと CO2 ゼロびっくりアイデアコンテスト」

に応募し、最優秀賞を受賞した。このことにより熊本県との連携が決まり、次年度よ

り地球温暖化対策のための活動を本校周辺だけでなく、県内の他校や研究機関とも連

携して行うことになった。加えて、昨年度末より連携している沖縄県立向陽高等学校

（ＳＳＨ指定校）との連携も進み、二度のオンラインミーティングを行い相互に研究

結果を発表した。(第 3章 P25参照) 

 

２ 自ら求め学ぶ探究心を身につけた人材の育成のための教育課程の開発及び授業改善 

1）授業改革プロジェクトの成果 

右図⑥は授業改善アンケートの結果

について昨年度との比較を示してい

る。昨年度に比べて「授業に対する総

合評価」、「学力や能力が向上したか」、

「授業が理解しやすい」の項目で向上

が見られた。これは、公開授業週間を

活用して職員が自己研鑽に努めた結

果と言える。 (第 3章 P32参照) 

 

2）数科学探究Ⅰ・Ⅱの成果 

右図⑦と⑧は、数科学探究の実施によ

る数学的リテラシーの変容を示して

いる。図⑦、⑧から全ての項目で能力

の伸長が読み取れる。数科学探究Ⅰで

は特に「思考と推論」と「問題設定と

問題解決」が 0.2 ポイント以上伸び

た。数科学探究Ⅱでは、「コミュニケ

ーション」と「問題設定と問題解決」

除くすべての項目で 0.2 ポイント以

上伸びた。(第 3章 P36参照) 

 

3）自学力育成プロジェクトの成果 

今年度は朝自学ガイドライン 2020

を活用し朝自学の取組を年間通じて

計画的に行うことができた。その結

果、生徒の自額に対する意識が向上

した。また、自ら課題を発見する力

や粘り強く取り組む能力が必要であ

るとの意識も向上が見られた。 

(第 3章 P37参照) 

 

３ 我が国の科学技術の発展や安全に貢献できる人材の育成 

1）研究者に学ぶ取組の成果 

SSH 特別講演会で紹介された研究方法に関心を持ち、科学部の生徒が本校のＳＳＨ機

材を活用して同様の実験を始めた。 (第 3章 P42参照) 

 

成果① 

成果① 

成果① 

成果① 

⑥  

⑦  

⑧  
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本県の環境立県推進課が主催した「くまもと CO2 ゼロびっくりアイデアコンテスト」

に応募し、最優秀賞を受賞した。このことにより熊本県との連携が決まり、次年度よ

り地球温暖化対策のための活動を本校周辺だけでなく、県内の他校や研究機関とも連

携して行うことになった。加えて、昨年度末より連携している沖縄県立向陽高等学校

（ＳＳＨ指定校）との連携も進み、二度のオンラインミーティングを行い相互に研究

結果を発表した。(第 3章 P25参照) 

 

２ 自ら求め学ぶ探究心を身につけた人材の育成のための教育課程の開発及び授業改善 

1）授業改革プロジェクトの成果 

右図⑥は授業改善アンケートの結果

について昨年度との比較を示してい

る。昨年度に比べて「授業に対する総

合評価」、「学力や能力が向上したか」、

「授業が理解しやすい」の項目で向上

が見られた。これは、公開授業週間を

活用して職員が自己研鑽に努めた結

果と言える。 (第 3章 P32参照) 

 

2）数科学探究Ⅰ・Ⅱの成果 

右図⑦と⑧は、数科学探究の実施によ

る数学的リテラシーの変容を示して

いる。図⑦、⑧から全ての項目で能力

の伸長が読み取れる。数科学探究Ⅰで

は特に「思考と推論」と「問題設定と

問題解決」が 0.2 ポイント以上伸び

た。数科学探究Ⅱでは、「コミュニケ

ーション」と「問題設定と問題解決」

除くすべての項目で 0.2 ポイント以

上伸びた。(第 3章 P36参照) 

 

3）自学力育成プロジェクトの成果 

今年度は朝自学ガイドライン 2020

を活用し朝自学の取組を年間通じて

計画的に行うことができた。その結

果、生徒の自額に対する意識が向上

した。また、自ら課題を発見する力

や粘り強く取り組む能力が必要であ

るとの意識も向上が見られた。 

(第 3章 P37参照) 

 

３ 我が国の科学技術の発展や安全に貢献できる人材の育成 

1）研究者に学ぶ取組の成果 

SSH 特別講演会で紹介された研究方法に関心を持ち、科学部の生徒が本校のＳＳＨ機

材を活用して同様の実験を始めた。 (第 3章 P42参照) 

 

成果① 

成果① 

成果① 

成果① 

⑥  

⑦  

⑧  

2）高大接続の成果 

    昨年度までは実際に大学などに出向いて行っていた取組みをオンラインによって構築

することができた。(第 3章 P44参照) 

 

3）研究者として活動する取組の成果 

    外部発表会等は全てオンラインにて行われた。相手の反応が分かりづらいなどの困難

もあったが、ASⅡでは熊本大学主催の国際学生会議（ICAST2020）で英語を使った AS

の発表としては初のベストプレゼンテーション賞を受賞できた。(第 3章 P44参照) 

 

4）地域社会との共創 

今年度は、2 月と 7 月に研究成果発表会を実施した。規模を縮小したり、オンライン

での開催であったが、コロナ禍での地域への発信について手法を確立できた。 

(第 3章 P47参照) 

天草宝島起業塾で３年生が２年連続で最優秀賞を受賞した。２月に行われた天草チャ

レンジオリンピックでは AS と起業塾での経験を生かして２年生が最優秀賞を受賞し

た。(第 3章 P49参照) 

 ② 研究開発の課題   
１ 多様な自然環境を生かした多角的な視点を身につけるための探究活動の充実 

天草サイエンスⅠ・Ⅱでは、ルーブリックを活用し研究スキルの伸長を図ったが、一部

の生徒は「仮説」とはどのようなものかなど基本的な事項がうまく伝わっていなかった。

来年度は全体への一斉指導に加え、仮評価で評価が１以下の班については課題研究コー

ディネーターによる個別支援を行う。 

 

天草サイエンスⅢでは、休校期間中の研究活動停止期間考慮しても、論文の内容が不十

分なものがあった。来年度は論文の中間提出期限を設けるなど、１学期の内容を充実さ

せる取組を促進させる。 

 

科学部では、生きている生物を研究対象とする研究において飼育やデータ採取に課題が

あった。次年度は研究開始時に専門家の意見を取り入れ、充実した研究となるようにし

ていく。 

 

２ 自ら求め学ぶ探究心を身につけた人材の育成のための教育課程の開発及び授業改善 

数科学探究Ⅰ・Ⅱでは、数学的リテラシーで伸長がわずかだった項目が昨年度と同様で

改善がうまくいかなかった。伸長が低い項目に焦点を当てた教材の開発を行うことが必

要である。 

 

自学力向上プロジェクトは、自学に対する意識は向上しているが、具体的な行動までに

はつながっていない。次年度は具体的な行動に重きを置いて指導していく。 

 

３ 我が国の科学技術の発展や安全に貢献できる人材の育成 

     外部機関との連携の場合、試料の分析をお願いすることがあるが、現状のオンラインに

よる連携では研究者と対面で会話するだけで実験設備などを見ることができず、研究が

他力本願に陥ってしまう可能性がある。事前、事後学習や大学の研究室内からのオンラ

イン接続等の工夫を行い、臨場感を高めていきたい。 

 

成果① 

成果① 

成果① 

課題① 

課題② 

課題① 

課題① 

課題② 

成果② 

課題③ 
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